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発 行 中川地区公民館 
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公民館だより 

 7月 12日(火)に第 3回粋いき倶楽部「健康教室ボウリング大会」が会員 15名の参加で行われました。

山田館長の始球式から始まり、６チームに分かれてスタート！！何十年ぶりかにボウリングをした会員さん

がほとんどで、最初はドキドキしながらのようでしたが、投球するごとに昔の感覚を思い出し、スペアやス

トライクをバシバシ出していました。昔は上山にもボウリング場があったのよ～、とお話をして下さり、昔

を思い出して楽しんで頂けたようでした。「楽しかった～♫」「もう１ゲームやりた～い！」との声も聞かれ、

とても充実した時間となりました。 

 

 7月 14日（木）～15日（金）、中川地区会長会合同研修会が行われ、総勢１０名の参加で、南三陸の復

興状況視察に行ってきました。１４日は道の駅高田松原にて、併設されている「東日本大震災津波伝承館」

（いわて TUNAMIメモリアル）を見学し、改めて津波の恐ろしさを実感した後「奇跡の一本松」の前で記

念撮影をしました。１５日はホテルで鋭気を養った後「語り部バス」（南三陸ホテル観洋では、震災を風化

させない為に、スタッフが町をバスで案内しています）で実際に被災した職員の説明を聞きながら、戸倉地

区、高野会館、南三陸町元防災センターを見学し、震災を風化させないため、後進に語り伝えていかなけれ

ばならないことを改めて肝に命じたところです。 

  7 月 1 日（金）、生涯学習開発財団マクラメジュエリ

ー技能認定士の鈴木有美先生にお越しいただき、「マク

ラメ編みキーホルダー作り」が 8 名の参加で開催され

ました。編み方は覚えてしまえばサクサクと進みます！

が、途中でどこを編んでいるのかわからなくなるので、

皆さん集中してもくもくと編んでいました。同じ作品な

のにそれぞれ個性的で素敵なキーホルダーが出来上が

りました。とても楽しい時間となりました♫ 
 



 

 

 

 

 

 

 

7月 19日（火）第 4回女性学級き

らりでは、「健康教室ボウリング大会」

が会員１0 名の参加で、４チームに分

かれて行われました。久しぶりにされ

た方ばかりでしたが、やはり昔を思い

出しながら２ゲームを楽しんでいただ

けたようで、あっという間の時間とな

りました。感覚を思い出したところで

終了となり、また開催して欲しいとの

声も頂き、楽しい時間となりました！ 

 

 

６月２6日（日）第３回ウォーキング教室は「毎

日ウォーキング」における中川地区「クアの道高

野」で、中川地区のウォーキング会員 10名、会員

以外の方 9 名の参加で開催されました。６月２0

日（月）の早朝に中川地区会長会有志の皆さんよ

り、クアの道を整備していただいたので、大変歩き

やすいコースとなりました。天候にも恵まれ（暑す

ぎるくらい      ）恒例のヤッホ！！もきれいに聞こ

え、充実した時間となりました。クアパークのアジ

サイもきれいに咲いていました。ぜひ、中川地区

「クアの道高野」を皆さん歩いてみてください！ 

 

7月 22日（金）第 4回ウォーキング教室は「長

谷堂城址」で、会員１2名の参加で行われました。 

東北の関ヶ原戦と呼ばれ、別名『亀ケ城』と呼ば

れている長谷堂城址。【山形百名山にも選ばれた。】

地元の案内人の方の話しを聞きながらいざ山頂

へ！当時の歴史の人物、直江兼続や最上義光の話に

会員の皆さんも聞き入ってしまうほどでした。あい

にくの天候でしたが、山形市内や蔵王連峰を見渡す

事が出来るスポットでもあるとのことでしたので、

天気が良い時期・花の季節の時期に是非おすすめし

たい所でした。 

 
 7月 8日（金）午後７時「モス山形」さんより講師の方に来ていただき、体験講座「コケテラリウム作り」

が小学生７名、大人８名、計 15名の参加で開催されました。「コケテラリウム」はガラスの器の中に、小さ

な森や自然を作っていきます。大人の方も子供たちも講師の方にアドバイスをしてもらいながら、夢中で自

分だけの世界を作り上げていました。あっという間の１時間で、それぞれ素敵な作品が出来上がりました。 



 

  行事予定  

 

9/1(木)   市報・館報 
9/2(金)   三者会、森林開発公団総会 

中川地区会長会  
公民館運営協議会 
単発講座「マクラメ編み」 

9/5(月)  福祉村運動会全体会議 

9/6(火)  第６回そば打ち教室 

9/9(金)  第6回パソコンクラブ 

      中川支部防犯診断 

9/13(火)  第６回女性学級きらり 

9/14(水)  文化産業まつり代表者会議 

 9/ 16(金)  福祉村運動会競技役員会 

9/22(木)  第5回粋いき倶楽部 

 9/25(日)  中川地区少年少女球技大会 

9/27(火)   

 9/30(金)   市報・館報 

       単発講座「マクラメ編み」 

 

詩吟教室（火曜日） 9/6、13、20 

 

スポーツ麻雀愛好会 9/3、24（土曜日） 

            9/15（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

9/5、12、20(火)、26 

  

  

 

日  時 令和4年8月21日（日） 

午前7時５０分～ 

場  所 中川地区公民館 広場 

参加資格 中学生から一般までの中川地区民 

      （※消防団員は地区民に限らない） 

参 加 費 無料 

8月13日（土）まで、各地区体育委員へお申込み 

下さい。 

 

 

 

 

 

民生児童委員に相談してもいいかなと思った

事はありませんか？こんな事相談しても大丈夫

かなと躊躇してしまう事はありませんか？ 

民生児童委員は地区における身近な相談相手

です。高齢者・障害のある方・子育て、介護生活

の困り事などに対して必要な支援を行っていま

す。そして、適切な関係機関との繋がりとなる役

割を担っております。身分としては厚生労働大臣

から民生委員法に基づいて仕事を任せられてい

る非常勤の地方公務員という扱いです。任期は一

期３年です。 

また、相談内容の秘密を守ることが法律上義務

づけられています。 

安心して、気軽に地区の 
民生児童委員に御相談下さい。 

 

 
 

 

8/1月)   市報・館報・福祉村だより 
福祉村運動会代表者会議 

8/3(水)   三者会、中川地区会長会  
公民館運営協議会 
活動交付金交付式 

         白石上山線薄沢永野間促進協議会 
8/5(金)   第5回パソコンクラブ 

防犯協会中川支部幹事会 
8/9(火)    第4回粋いき倶楽部・ 

  
8/16(火)  
8/17(水)   生居永野開拓線同盟会総会 
8/21(日)  中川地区ソフトボール大会 
8/22(月)   第5回そば打ち教室 
8/23(火)   第5回女性学級きらり 
      第2回子ども会育成会 

 中川シニアクラブ一泊研修会 
8/30(火)  第5回ウォーキング  

 

詩吟教室（火曜日） 8/2、9、16 

ピンポン愛好会（木曜日）8/4、18 

スポーツ麻雀愛好会 8/6、27（土曜日） 

          8/18（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

8/1、8、22、29 

行事予定 

 

9/11（日）中川地区敬老会は 
中止となりました。昨年同様、対象の
方にお祝い品をお届けいたします。 
 

 

日  時 １回目：令和4年 9月 2日（金） 

     ２回目：令和4年 9月30日（金） 

     ３回目：令和4年１０月２8日（金） 

10時00分～12時00分頃  

場  所 中川地区公民館 図書室または集会室 

参加資格 中川地区民 

定  員 先着5名程度 

参加費 【作品毎】 

（講師代負担等）  

※１回目のみの参加もOK！初めて参加の方は、 

初回は「キーホルダー作り」になります。 

 

（定員になり次第、受付終了。） 

 

 

 ご好評につき第２弾！ 

 

 



 
 

 
 

   

 お
ら
ほ
の
中
川 

〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 

第
百
六
十
六
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、問
わ
ず
語
り 

（
そ
の 

 
 

）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

  

〈
農
業
中
心
の
国
家
だ
っ
た
〉 

 
 

昭
和
初
期
の
日
本
は
、
内
地
で
は
稲
作
、
養
蚕
業
を
中
心
と
し

た
農
業
国
家
で
あ
っ
た
。 

終
戦
後
の
昭
和
二
十
五
、
六
年
頃
、
私
が
暮
ら
し
た
楯
岡
の
父 

親
の
実
家
は
、
家
の
大
広
間
で
蚕
を
飼
っ
て
お
り
、
桑
の
葉
を
喰

う
カ
イ
コ
の
音
が
し
て
い
た
。
ま
た
三
十
年
代
、
蔵
王
鉱
山
か
ら

中
川
中
学
校
に
バ
ス
で
通
学
し
た
が
、
学
校
の
前
は
一
面
桑
畑
で

あ
っ
た
。
こ
の
養
蚕
は
、
一
九
七
三
年
（
昭
和
四
十
八
年
）
の
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
価
格
の
暴
落
、
化
学
繊
維
の
普
及
等
に
よ

り
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
た
た
め
こ
の
地
で
は
姿
を
消
し
た
。 

こ
う
し
た
産
業
の
事
情
を
古
川
隆
久
著
「
昭
和
史
」
（
ち
く
ま

新
書
）
で
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
（
写
真
は
、
大
月
書
房

発
行
「
女
た
ち
の
昭
和
史
」
よ
り
） 

  
 

 
 

〈
交
通
事
情
〉 

 

当
時
の
陸
上
の
交
通
機
関
は
、
鉄
道
が
主
で
あ
っ
た
。
山
形 

県
は
、
明
治
三
十
七
年
十
月
に
奥
羽
本
線
・
板
谷
峠
か
ら
秋
田 

県
院
内
ま
で
が
開
通
、
上
山
停
車
場
は
同
三
十
四
年
二
月
に 

開
業
し
、
以
後
多
く
の
温
泉
客
が
來
町
し
た
と
さ
れ
る
。 

  
 

（
一
九
二
四
年
〈
大
正
十
三
年
〉
四
月
）
海
沿
い
の
幹
線

鉄
道
は
す
で
に
で
き
て
い
る
が
、
山
間
部
や
四
国
南
部
は

建
設
中
で
あ
り
、
山
手
線
は
ま
だ
全
通
し
て
い
な
か
っ
た
。

（
翌
年
全
通
） 

 
 

当
時
の
鉄
道
は
、（
中
略
）
鉄
道
省
（
国
鉄
）
が
運
営
し

て
い
た
。
電
車
や
電
気
機
関
車
は
大
都
市
の
周
辺
の
み
、
気

動
車
は
ロ
ー
カ
ル
線
の
一
部
で
走
り
始
め
た
程
度
で
、
大

部
分
は
蒸
気
機
関
車
が
客
車
や
貨
物
を
引
っ
張
る
形
だ
っ

た
。
市
内
交
通
で
は
、
ま
だ
地
下
鉄
が
な
く
、
路
面
電
車
が

主
役
で
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が
よ
う
や
く
目
立
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。 

 
 

東
京 

 

大
阪
間
は
、
特
急
で
さ
え
十
一
時
間
あ
ま
り

を
要
し
、
普
通
列
車
な
ら
約
十
八
時
間
を
要
し
た
。
当
然
、

日
帰
り
な
ど
不
可
能
だ
っ
た
。
特
急
は
、
一
日
二
本
し
か
な

く
、
東
京 

 

大
阪
間
の
三
等
運
賃
が
六
円
余
り
、
特
急
料

金
が
二
円
で
合
計
八
円
。
現
在
の
貨
幣
価
値
に
換
算
し
て

三
千
倍
す
る
と
二
万
四
千
円
、
現
在
の
新
幹
線
「
の
ぞ
み
」

の
普
通
指
定
席
の
倍
近
く
、
一
等
だ
と
運
賃
料
金
と
も
三

倍
に
な
の
で
二
十
四
円
、
三
千
倍
す
る
と
七
万
二
千
円
と

な
り
、
か
な
り
の
高
額
で
あ
っ
た
。（
古
川
隆
久
著
「
昭
和

史
」
ち
く
ま
新
書
） 

 

（
次
回
は
、
通
信
事
情
、
平
均
寿
命
な
ど
に
つ
い
て
記
述
す
る

予
定
で
す
。） 

  

〈
労
働
環
境
〉 

 
   

昭
和
の
初
期
は
、
人
口
の
約
半
分
を
農
民
が
占
め
、
ま 

た
そ
の
農
民
も
ほ
と
ん
ど
が
小
作
農
の
た
め
、
激
し
い

労
働
の
割
に
は
生
活
が
苦
し
か
っ
た
。（
中
略
）
し
か
し

都
市
に
出
て
行
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
豊
か
な
生
活
が
約

束
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
余
裕
あ
る
生
活

が
で
き
た
の
は
、
高
学
歴
層
の
ご
く
一
部
、
大
企
業
や
中

央
官
庁
の
幹
部
と
な
っ
た
人
た
ち
だ
っ
た
。
東
京
や
大

阪
な
ど
の
大
都
市
に
は
、
狭
苦
し
い
長
屋
住
ま
い
で
不

安
定
な
日
雇
い
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
人
が
か
な
り
い

た
。
そ
れ
で
も
、（
中
略
）
映
画
や
遊
園
地
な
ど
安
価
な

娯
楽
に
触
れ
る
機
会
も
増
え
る
の
で
、
都
市
部
へ
の
人

口
移
動
が
や
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

〈
経
済
構
造
、
貿
易
〉 

 
 

昭
和
初
期
の
日
本
は
、
製
造
業
が
未
発
達
で
、
わ
ず
か
に 

ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
を
相
手
に
し
た
貿
易
が
行
わ
れ
て
い 

た
。
な
お
、
産
業
や
イ
ン
フ
ラ
を
動
か
す
石
油
を
ア
メ
リ 

カ
か
ら
輸
入
し
て
お
り
、
こ
れ
が
後
に
日
米
開
戦
の
遠
因

と
な
る
。 

 
貿
易
額
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
時
点
で
世
界 

貿
易
に
占
め
る
日
本
の
割
合
は
三
％
程
度
、
同
年
代
の 

輸
入
や
輸
出
は
い
ず
れ
も
ア
ジ
ア
向
け
が
ほ
ぼ
半
数
だ 

っ
た
。
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
か
ら
安
い
原
料
（
綿 

花
、
ゴ
ム
な
ど
）
を
輸
入
し
て
作
っ
た
綿
布
や
雑
貨
類
を 

中
国
を
中
心
と
す
る
ア
ジ
ア
一
帯
に
輸
出
し
、
ア
メ
リ 

カ
に
は
、
日
本
特
産
の
絹
糸
を
使
っ
た
絹
製
品
（
主
に
女 

性
用
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
）
を
輸
出
し
た
。
ま
た
そ
の
見
返
り 

に
石
油
や
屑
鉄
を
輸
入
し
、
工
場
や
ビ
ル
、
鉄
道
の
建 

設
、
蒸
気
機
関
車
や
大
型
商
船
、
兵
器
の
製
造
を
行
っ
て 

い
た
。 

 
 

 

ア
ジ
ア
へ
の
依
存
度
は
原
料
・
市
場
と
も
に
高
く
、 

ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
も
（
中
略
）、
産
業
の
高
度
化
に
必 

要
な
資
源
を
輸
入
す
る
と
い
う
依
存
度
の
高
い
関
係 

で
、（
中
略
）
自
立
度
の
低
い
経
済
構
造
に
な
っ
て
い
た
。

（
古
川
隆
久
著
「
昭
和
史
」
ち
く
ま
新
書
） 

 
  
 1８ 

内
地
の
産
業
人
口
の
比
率
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
） 

段
階
で
、
農
業
を
中
心
と
す
る
農
林
水
産
業
な
ど
第
一
次
産
業 

が
半
分
強
、
工
業
な
ど
第
二
産
業
が
二
〇
％
弱
、
官
吏
や
商
業
・ 

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
第
三
次
産
業
が
三
〇
％
弱
で
あ
っ
た
。
明
治 

初
期
は
、
第
一
次
産
業
が
八
五
％
を
占
め
て
い
た
。
一
九
三
〇 

年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
第
一
次
産
業
人
口
比
率
が
二
二
％
、
イ
ギ 

リ
ス
で
六
％
で
あ
っ
た
。
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
年
）
段
階
で 

の
日
本
の
第
一
次
産
業
は
七
％
、
第
二
次
産
業
は
三
四
％
、
第 

三
次
産
業
は
六
〇
％
弱
で
あ
る
の
で
、
昭
和
初
期
の
日
本
は
、 

近
代
的
な
産
業
が
か
な
り
普
及
し
て
来
て
農
業
人
口
は
減
り 

続
け
て
い
た
も
の
の
、
な
お
農
村
中
心
の
社
会
で
あ
っ
た
。 


